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幼い頃から日本の時代劇を見て育ち、日本文化や日本語に
馴染んできた留学生。自身のルーツや東日本大震災をきっかけに、
母校との繋がりを育んでいるストーリーです。

卒業生インタビュー

日本とのご縁

　私の祖父は東京高等工業学校
（現東京工業大学の前身）卒業後、
帝国陸軍に所属、戦後はNHKで
通信関係の仕事に携わり、台湾に
初めてできたテレビ放送局中国電
視公司（中視）への出向という形
で台湾に戻りました。人生の半分
ほどを日本で過ごしたため、中国
語よりも日本語と台湾語の方が得
意のようでした。
　一方、外祖父は東京大学法学部
に合格したものの、戦争の影響で
入学できず、台湾大学法学部を卒
業後弁護士になりました。子ども
の頃数年ほど岩手県盛岡で暮らし
た経験もあります。ちなみに外祖
母の姓は「城」ですが、これは今
から400年ほど前に台湾に渡った熊
本出身者の姓だそうです。
　幼少期の私は両親が医者で多忙
であったため、平日は桃園に住む
祖父母の家で、週末は台北に住む
外祖父母の家で過ごしました。祖
父たちの見ていたテレビ時代劇
「暴れん坊将軍」などを毎日のよ
うに見ているうちに、自然に日本
語が身についたように思います。

東大日本大震災後の 
ボランティア活動

　台湾大学文学部哲学科4年生だ
った2011年3月、東日本大震災が

Profile
2023年6月東京大学大学院工学系研究
科技術経営戦略学専攻博士課程修了。
12年~17年外資系コンサル勤務を経て、
TAIWAN SOURCING PARTNERS（LAR 

& Co.）を設立。企業にパートナーや
クライアントを紹介することを中心に、
マーケティング、戦略策定・実行、交
渉支援などのサービスを提供している。

本当に自由な雰囲気で、データ分
野や解析方法は個人に委ねられて
いました。
　また、講師の半分近くはIBM、
マッキンゼーなど現役で活躍して
いる方たちで、業務内容や経験を
手作りの資料で教えてくださり、
貴重な実学となりました。
　さらに、日本人ボランティアと
留学生をマッチングさせる“Face 

Program”というユニークなプロ
グラムがあり、「バブル時代を経
験したファイナンスに詳しい方」
にお会いしたいというリクエスト
を出したところ、まさにその条件
にぴったりの方をご紹介いただき、
得難い経験ができました。

東京大学大学院工学系 
研究科技術経営戦略へ

　大学院への進学を考え始めた時、
外祖父の勧めもあり、東京大学も
視野に入れて進学先を探しました。
工学系研究科技術経営戦略（以下
TMI）の縄田和満教授（当時）が
電力会社の社会課題を指摘された
インタビュー記事を読み、現場と
いう曖昧な課題を社会科学的側面
から統計分析するところに魅力を
感じ、2018年9月にTMIに入学。

起こりました。外祖父の友人から
「あなたの家族に縁のある国で災
害が起きたので、何か行動を起こ
した方がいい」と勧められ、外祖
父が入っていたロータリークラブ
でシニアのロータリアンに混ざっ
て、東北大震災募金ボランティア
活動を始めました。
　円卓を囲んで食事をしながらネ
ットワーキングができるという仕
組みを考え、富裕層を対象にロー
タリークラブ主催で晩さん会を開
催し、義援金を集めました。また、

資金調達を行う」「商品やプロジ
ェクトを用意して、目標市場を選
び参入する」―。まさにビジネ
スの基本理念を企業経営者のロー
タリアンたちから学ばせていただ
きました。同時に、「計画を成功
させることが最優先で、功績は別
の人のものになっても構わない」
ということも体得しました。

母校への貢献

　在学途中からほぼオンライン授
業となり、コロナの罹患率の低い
台湾に帰国。この間に2021年12月、
TAIWAN SOURCING PARTNERS

（LAR & Co.）を立ち上げました。
ボランティアでDXプロジェクト
に携わった縁で、台日文化経済協
会の活動にも関わっています。
2023年6月に台湾校友会に入会し
ました。長かったコロナ禍を経て、
2023年には東京大学役員・学生
との交流の場を企画するなど、台
湾校友会と東大との接点も増えま
した。2024年度は初めて「台湾
を知る、台湾からの東アジア近代
史への招待」というテーマで体験
活動プログラム※の企画を提出。
学生を受け入れることも視野に入
れています。これからも何らかの
形で母校に貢献できればと思って
おります。

「東大でしかできない
こと」をたくさん体験
しました。
　指導教員の縄田先生
は「勉強は自分でする
ものであり、教員は何
か問題があった時のア
ドバイスをする役割」
というお考えでした。
まさに「獅子が我が子
を谷底に突き落とす」
が如しです。研究室は

当時台湾大学に留学し
ていた辰巳双葉さん
（岩手県盛岡市出身）
と協力し、地方病院の
再建、被災して家をな
くした子どもの奨学金
用途等に寄附させてい
ただきました。
　義援金のボランティ
ア活動は、会社のプロ
ジェクト運営に似てい
ます。「対象を絞り、

リ
ー 

ブ
ォ
ユ
イ

李 

柏
諭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ヒ
ン
ト
に

ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
留
学
生

2010年10月ロータリ
ークラブのパーティに
て。（前列左が李さん、
隣が辰巳さん、後列右
から二番目が外祖父）

2024年1月台日文化経済協会の
親善会で挨拶。

これからは大学と台湾の
懸け橋になりたい

※今までの生活と異なる文化・価値観に触れることができる体験型教育プログラムで、2012年度から実施。


